○ みどり市笠懸公民館運用内規（利用ルール）一覧
◇開館時間

　【みどり市公民館条例第10条】

　　　　火曜日から土曜日までは、午前9時から午後10時

　　　　国民の祝日及び日曜日は、午前9時から午後５時
　・午後10時までに、使用した部屋等を清掃し、カギを返却して下さい。

　・陶芸小屋の利用については、素焼、本焼作業のみ、土曜日は午前５時から午後10時の時間帯とし、日曜日は午前５時から午後５時の時間帯とする。

◇利用対象者

　【みどり市公民館条例施行規則第２条】

　　　　(1)市内に在住し、又は通勤、通学する者

　　　　(2)市内に活動の拠点を置く官公署、学校、事業所、社会教育関係団体
　・事業所には、構成員が市内在住・在勤・在学者が7割程度（目安）の特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）を含む。
・団体・サークルの最低構成人数は、バンドグループは2人以上。他の団体・サークルは３人以上としています。
・市内在住・在勤・在学者が7割程度（目安）で構成されている団体・サークルが利用できます。

　・高校生のバンドグループは、市内在住・在学者の割合を半数以上としています。

　・団体・サークルの構成員が半数以上同じ、同一の活動を行う団体は、同一の団体とみなし、新たなサークルとは認めていません。

　・市外在住者（市内在勤・在学者を除く）の個人利用は認めていません。（公民館を利用している団体・サークルの会員であっても同様です。）

◇利用申し込み受付

　【みどり市公民館条例施行規則第３条】

　　　　火曜日から金曜日までは、午前９時から午後８時

　　　　土曜日及び日曜日並びに国民の祝日、午前９時から午後５時

　・利用の団体は、2回目の使用でカギを借りに来た時に次回の予約を受け付けています｡
　・土曜日の午後5時15分以降、および平日の午後8時15分以降の利用団体については、2回目の使用の当日（土曜：午前9時から午後5時まで　平日：午前9時から午後8時まで）に次回の予約を受け付けています。

　・陶芸小屋を素焼、本焼作業のため早朝から利用する場合には、前日に鍵貸出簿に必要事項を記入し、鍵を受け取ってください。
◇利用申し込み受付期間

　【みどり市公民館条例施行規則第４条】

　　　　申込書は、利用日の月を含む２月前から提出するものとする。

　・団体・サークルについては、翌月の月末までの期間です。
　・個人の利用については、利用日の３日前から受付けます。（休館日は含まず）
・通常の活動とは異なり、定期総会や講演会や発表会等多くの会員や市民を集めるもの、あらかじめ会場を確保していかなければ事業運営に支障をきたすものはこの限りではありません。

・上記の利用の場合は、事前に開催要項等利用概要がわかる資料を、公民館に提出して下さい。
・ギャラリーの利用については、半年前から申し込みを受け付けています。

・交流ホールの講演会等の特別な利用及びギャラリーの利用については、利用の５日前までに必ず職員と打ち合わせを行って下さい。

◇利用申し込み回数

　・団体・サークル・バンドグループの申し込みは１回の申し込みで2回の利用予約ができます。　
・利用予約が入っているうちは、次の予約はできません。

　・定期的な活動以外の活動については、会議に限り申し込みを受け付けます。（ただし、会議の申し込みは１回ずつ。）

　・専門部を持つ団体については、専門部の会議などに限り２回の制限以外に申し込みを受け付けています。

　・予約のキャンセル、予約日の変更、使用会場の変更等は電話で受け付けています。

　・１度キャンセルした予約は、再び同一日の予約はできません。

　・陶芸小屋の素焼、本焼作業は、１団体・サークルにつき月1回以内の利用とします。

◇利用時間

　・団体・サークル・バンドグループの1回の利用を３時間とします。
（研修会、講習会等の特別な事業は除く）
　・陶芸小屋の素焼、本焼作業については、開館時間帯の範囲で効率的な利用とする。

　・利用延長は、次に利用者がない場合に限り、1回の利用に対し1時間の延長ができます。

　　延長は終了時間の30分前より受け付けます。
　　延長の回数は、団体・サークル・バンドグループで最高2回。

　・カギの引渡しは、使用する部屋等の利用がない場合に限り、利用時間の15分前から貸し出しています。

　・バンドグループについては、利用講習会（毎月　第４土曜日午後３時～）を受講し、利用登録カードの発行を受けたグループが利用できます。
　　なお、定期の利用者講習会を受講できないグループについては別日程での受講も可能ですのでご相談ください。

◇利用調査表
　・公民館を年間３回以上利用する団体・サークルには、利用調査表の提出をお願いします。
　・年間２回以下の利用の団体・サークルは、仮調査表を記入してもらい公民館の利用の基準を満たしていることを確認した上で申し込みを受け付けています。

　・NPO法人については、利用調査表の他に、県に提出した書類の写しの提出をお願いしています。
◇コピーサービス
　・印刷機・コピー機は有料で使用することができます。

　【みどり市公民館複写機及び印刷機利用規則　別添参照】

　　（利用対象者）

　　　第2条　複写機等を利用できる者は、公民館を日常的に利用し、活動している社会教育関係団体や個人とする

　　（利用の範囲）

　　　第4条　複写機等の利用は、社会教育活動に伴う事業、会議、講座、集会、催事等に必要な資料及び機関紙等の作成とする

　・上記の利用であっても、大量のコピーの利用については、予算の関係で利用を断る場合があります。
◇利用制限

　【みどり市公民館条例第12条】

　　　　教育委員会は、次の各号のいずれかに該当するときは、前条の許可をしない。

　　　　（１）法第23条に違反するとき

　　　　参考　社会教育法

　　　　　　　　第23条　公民館は、次の行為を行ってはならない。

　　　　　　　　　１　もっぱら営利を目的として事業を行い、特定の営利事業

　　　　　　　　　　に公民館の名称を利用させその他営利事業を援助すること。

　　　　　　　　　２　特定の政党の利害に関する事業を行い、又は公私の選挙

　　　　　　　　　　に関し、特定の候補者を支持すること。

　　　　　　　　２　市町村の設置する公民館は、特定の宗教を支持し、又は特

　　　　　　定の教派、宗派若しくは教団を支援してはならない。

　・社会教育法第23条関係の運用については、職員にご相談下さい。
　・小学生の利用団体（小・中学生で構成される団体を含む）の利用は、利用時間を原則として２時間とし、4月から10月は、午前９時から午後５時まで、11月から3月までは午前９時から午後４時に制限しています。

　・小学生の利用団体（小・中学生で構成される団体を含む）の料理実習室の利用は、1人以上の保護者の同伴をお願いしています。

　・中・高校生の夜間の利用は午後8時までとし、予備校生については午後９時までに制限しています。

◇団体活動と営利行為の区分

　・団体・サークルと、営利（私塾）の区分を以下のとおりとしています。
　　　①会員の総意で運営が行われ、講師が代表者や役員に就任していないこと。（講師による部屋の申し込み、資料の印刷等は原則としてできません。）

　　　②講師に対する謝礼が、会費の中から支出され、個々の会員と講師との直接の金銭の授受がないこと。

　　　③講師の謝礼が適正な価格であること。

　　　④会活動に必要な資料等（テキスト、材料等）が適正な価格であること。

◇備品貸し出し

　・社会教育活動に対し、公民館の備品を館外に貸し出ししています。（市内に事務所を有し、会員の７割以上が在住・在勤・在学者の団体・サークルに限ります。）
　・館外貸出し備品は、市内での使用を原則としています。

　・各部屋の付属備品及び事務室の備品（ＣＤデッキ等）は、職員に申し出てから使用して下さい。

　・料理実習室の備品については、衛生面から室外の持ち出しを禁止しています。

　・活動準備室の備品・消耗品は、社会教育活動に限り自由に使用することができます。

◇図書資料室の利用及び図書の貸し出し
　・図書資料室は以下の条件により、窓口で申請の上利用いただけます。
　　　利用対象者　市内在住、在勤、在学者　※団体・サークルの利用はできません。
　　　利用時間帯　小学生／4月～10月　午前9時から午後5時まで　11月～3月　午後4時まで　
                  中学生・高校生／午前９時から午後８時まで　　
                  高校卒業の年齢以上／笠懸公民館開館時間と同じ
　　　利用上の注意　　・図書資料室は、飲食禁止です。

　　　　　　　　　　　・他の利用者の迷惑にならないように利用して下さい。
　　　　　　　　　　　・利用後の清掃をお願いします。（消しゴムのカス等）
　　　　　　　　　　　・最後の利用者が戸締りを確認し、カギを事務室に返してください。
　・図書資料室の図書は以下の条件により貸し出ししています。
みどり市図書館の利用カードが必要です。（持っていない人も、その場で申請して利用できます。カードは後日、図書館にて受け取り）
貸出冊数　５冊以内　　　貸出期間　15日以内
◇利用者として守るべき事項

　【みどり市公民館条例第16条】

　　　　利用者は、利用終了後すみやかに原状に復し、器具を整理し、かつ使用場所の内外を清掃して公民館職員に引き渡さなければならない。

【みどり市公民館条例施行規則第8条】

　　　　公民館を利用しようとする者は、次に掲げる事項を守らなければならない。

　　　　(3)施設、設備等を汚損又は損傷したときは速やかに届け出ること。

　　　　(4)利用を終了したときは原状に復し、清掃を行うこと。

　　　  (5)飲食を目的とする催し、又は集会をしないこと。

　　　　(6)指定の場所以外での喫煙、飲食をしないこと。

　・利用者は利用時間内に、使用した施設、設備を清掃し、利用日誌、鍵を事務室に返却して下さい。
　・施設・備品の破損等は、利用日誌に記入するとともに職員に口頭でも報告してください。

　・社会教育関係団体が活動の一環で、懇親会等を開催する場合には、相談により利用を許可する場合もあります。お気軽に職員にご相談下さい。

○ 社会教育法第23条関係施設開放運用事例
営利関係

	事　　例
	施設開放の可否
	備　　　　　　考

	みどり市が、企業を誘致した。その企業の求人説明会に使用。
	不許可
	基本的に営利に関する行為は、
施設開放については消極的。市の担当部局から使用申請があった場合には許可。

	会社が、社員研修の場として使用。
	条件付許可
	研修内容が直接営利に結びつかず、教育的な内容(人権、安全、同和等)の場合は許可。

	会社が販売促進の会議のために使用。
	不許可
	直接的に会社の営利に結びつく。

	会社の社員が、同好会・実行委員会を組織し、その社員のレクリエーションや慰安会を実施する。（主催：同好会、実行委員会）
	許　可
	会社内の同好会、グループサークルも一般と同様に開放。ただし、メンバー以外の会社員が参加するイベントは企業の厚生活動として使用不許可。

	一般市民を対象にバイクの販売会社が、安全な乗り方やマナー等について講習会を開く。
	条件付許可
	参加費の有無、特定商品のＰＲの有無、企業（会社）のＰＲの有無。販売行為の有無等を確認し、かつ公共性のある行為と認められる場合には許可。

	労働組合が総会・研修会に使用。
	許　可
	ただし、特定の政党の利害に関係すると認められた場合は不許可。

	企業が従業員の健康診断の会場として使用。
	不許可
	

	企業が従業員の事故防止等のための安全講習会を行う。
	不許可
	業務上の安全教育については企業の利益につながる。

	企業（書店）が講演会や講習会を開く。
	不許可
	市民に必要な講演会等については、公民館と共催で行うことは可能。

	化粧品会社が、技術指導のために使用。
	不許可
	企業の利益につながる。

	会社が、器具・製品の使用説明会を一般町民に行う。
	不許可
	企業の利益につながる。

	会社が社員のレクリエーションに使用。
	不許可
	企業の申し込みはもちろん、企業内サークルの申し込みともに、社員を対象とした利用は企業の厚生活動とし不許可。

	塾が日常の活動の場として使用。
	不許可
	営利を目的とした使用に対しては開放しない。

	塾が発表会・展示会・展覧会・おさらい会等に使用。
	不許可
	営利を目的とした使用に対しては開放しない。

	生協・農協・商工会議所等が、一般住民を対象に物品等の展示会、説明会を開催する。
	不許可
	商品の展示、説明会は農協等の組合も企業も不許可。

	生協・農協・商工会議所等が、会員を対象に講習会、研修会、会議等を行う。
	条件付許可
	営利を目的としない内容であれば許可。

	生協・農協・商工会議所等が、従業員採用のための面接会場として使用する。
	不許可
	企業・組合活動の一環とはいえ社会教育活動には該当しない。

	生協・農協・商工会議所等が、有料で教育・学術・文化的催しをする。
	不許可
	営利を目的とした使用。必要な事業は公民館と共催で開催することはできる。

	（美容・理容・貸金業など）組合、地区商店会等が、会議・講演・技術伝達講習等の場として使用する。
	条件付許可
	営利を目的としない内容の場合は許可。

	地域の企業が、共同（組合・協会等）で従業員の事故防止等のための安全講習会を行う。
	条件付許可
	安全講習会の内容による。営利に結びつく内容のものは不許可。

	事　　例
	施設開放の可否
	備　　　　　　考

	自主団体が、〇〇教室終了後、有料で免許状を発行する。
	条件付許可
	料金が常識的な範囲内。団体の活動内容や免許状の内容等よる。

	商品・製品の販売を目的とした団体を組織し、化粧品・健康食品等、その販売元がきて、講習会・説明会を行う。
	不許可
	営利を目的とするもの。

	団体を利用して、商品・製品の販売元が来て、講習会・説明会を行う。
	不許可
	企業の営利につながる。

	チャリティー行為に使用。
	条件付許可
	非営利団体（社会教育関係団体等）に限る。

	バザー会場に使用。
	条件付許可
	非営利団体（社会教育関係団体等）に限る。非営利団体であっても利益追求型団体は不許可。個人に高額な収入になる場合は不許可。

	バザーに出品するために手芸品や菓子づくりに使用。
	条件付許可
	非営利団体（社会教育関係団体等）に限る。

	大会等の会場内で書籍の販売をする。
	条件付許可
	大会の趣旨に関係した書籍等に限る。

	演劇会等のチケット等を会場内で販売する。
	不許可
	営利を目的とした使用にあたる。

	団体（特定非営利活動法人を含む）が有料で教育・学術・文化的催しをする。
	条件付許可
	事業運営に必要最低限の金額であること。

	特定非営利活動法人が、活動の一環として、関連商品の販売を行う。
	不許可
	学習・文化活動の一環としての施設提供の場であり、物品販売を中心として施設提供は不可。

	団体（例、婦人会）役員会が開催されている席へ、業者が商品販売の宣伝にきた。
	不許可
	営利を目的とした使用にあたる。

	ある芸能社が、老人クラブを通じて公民館を使用。入場料を取り、利益があればその一部を老人クラブへ寄附。
	不許可
	営利を目的とした使用にあたる。


宗教関係

	事　　例
	施設開放の可否
	備　　　　　　考

	宗教行事
	不許可
	宗教行事そのものについては開放しない。

	宗教的色彩を含まない文化的事業
	条件付許可
	企業の社員研修と同様。直接宗教活動に結びつかず、教育的な内容の場合は許可。

	葬式
	条件付許可
	有志が実行委員会を組織し、しのぶ会、お別れの会等を開催する場合は許可。宗教的色彩を含まないもの。

	結婚式
	条件的許可
	有志が実行委員会を組織し、祝う会等を開催する場合。宗教的色彩を含まないもの。

	クリスマス会などの宗教的行事
	条件付許可
	非営利団体（社会教育関係団体等）に限る。国民的に認知されている行事は可。


政治関係
	事　　例
	施設開放の可否
	備　　　　　　考

	政党が、自党の政策を知らせるために使用。
	条件付許可
	特定の候補者の推薦又はＰＲを行う場合は不許可。

	政党が、党員のレクリエーションに使用。
	条件付許可
	特定の候補者の推薦又はＰＲを行う場合は不許可。

	政党が党員の研修のために使用。
	条件付許可
	選挙運動に係わる研修等は不許可。

	議員の後援会を開催するために使用。
	条件付許可
	選挙運動に係わる後援会は不許可。

	議員の議会報告会に使用。
	条件付許可
	選挙運動に係わる報告会は不許可。

	政党の運営に係わる事務作業等に使用。
	不許可
	政治活動の一環として不許可。

	政党が教育・学術・文化活動に使用。
	条件付許可
	選挙運動に係わる活動は不許可。

	議員の勉強会に使用。
	許可
	

	現職議員が、時局講演会で使用。
	条件付許可
	選挙運動に係わる講演会は不許可。

	公民館外で行われる後援会の発足式に公民館の備品（イス・机・マイク等）を借りたいとの申し出があった。
	不許可
	政治活動以前の問題として館外貸出しの備品はほとんどない。
また、貸出しも社会教育活動に限る。

	現職議員が市政報告会で使用。
	許可
	選挙運動期間中は不許可。（公職選挙法）

	立候補予定者の後援会の発足式を行うために使用。
	条件付許可
	選挙運動に係わる後援会の使用は不許可。

	立候補予定者の著書を紹介したパンフレットを公民館で配布してほしいとの依頼があった。
	不許可
	物品のパンフレットの配布等はすべて不許可。

	立候補予定者が会議のため公民館を使用したい申請があった。
	条件付許可
	会議の内容が選挙運動と認められないこと。


平成２２年４月１日　施行　　
平成２６年４月１日　一部改正
平成27年９月７日　一部改正
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